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N 市のデイサービス 532件, デイケア 67件，訪問看護ステーション 63件，訪問介護ステ
ーション 138件から，研究対象依頼をする居宅サービス事業所をエクセルを用いてランダ
ムに抽出した．2019年 7月から 8月の間に，35か所に勤務する看護・介護職員 305 名の
















パートタイム, フルタイム別の関連性は, Student's t検定を実施した． 
6. 結果 







切りに関する回答スコアに有意差 （p < 0.01, p < 0.001）がみられた．立ち上がりや足
指の運動に関する設問では，両群間でほぼ同様のスコアが認められた．看護・介護職員と










Ⅶ. 第 2段階研究 
1. 研究デザイン 
ランダムに選んだ施設・事業所（以下, 施設）におけるランダム化のない並行群間比較研




象者は 21施設の 110名で，それぞれ介入群が 11施設 54名，非介入群が 10施設 56 名で
あった．分析対象者は評価項目である知識問題と実践力問題に介入前後ともに 80％以上回
答した参加者（知識問題 30問中 24問以上，実践力問題 20問中 16問以上）とした．すべ
て“わからない”と選択した回答 1名分を除外した．結果，最終的な解析対象者は介入群












































低下した（左右とも 1.6から 1.1）．有意差はみられなかったが，胼胝・鶏眼（右足 0.2か




































































たことを誇りに思う. 本研究は博士論文にふさわしい内容である.  
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